
あ
と

が
き

洋山下
やましたよう

京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

　

第
六
回
時
計
台
対
話
集
会
で
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
木
文
化
ト
森
里
海
連
環
学
が
ひ
ら
く
未
来
社
会
上

と
し
ま
し
た
。
今
回
「
木
文
化
」
を
と
り
上
げ
た
の
は
、
京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
提

唱
す
る
「
森
里
海
連
環
学
」
の
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
予
算
に
よ
り
「
森
里
海
連

環
学
に
よ
る
地
域
循
環
木
文
化
社
会
創
出
事
業
」
、
通
称
「
木
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
か
ら
で
す
。

「
木
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
人
工
林
を
中
心
に
適
正
な
森
林
の
植
生
管
理
を
行
う
こ
と
が
、
森
の
環
境
と
生

態
系
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
河
川
や
沿
岸
海
域
の
再
生
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
い

う
、
壮
大
な
事
業
で
す
。
高
知
県
と
京
都
府
に
も
協
力
頂
き
、
異
な
っ
た
植
生
管
理
下
の
森
林
や
全
く
管
理
し

な
い
放
置
荒
廃
林
な
ど
の
間
で
、
環
境
、
生
態
系
、
生
物
生
産
力
、
生
物
多
様
性
を
比
較
研
究
し
て
い
ま
す
。
期

間
は
五
年
間
で
す
が
、
五
年
で
明
快
な
答
え
が
出
る
は
ず
も
な
く
、
こ
の
期
間
に
調
査
・
研
究
体
制
を
構
築
し
、
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さ
ら
に
二
〇
年
は
追
跡
調
査
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、
前
記
の
自
然
科
学
系
の
研
究
は
全
体
の
半
分
に
過
ぎ
ず
、
残
り
の
半
分

は
適
正
な
森
林
管
理
を
可
能
に
す
る
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
さ

に
、
本
文
化
の
創
生
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
盤
づ
く
り
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
し
い
森
林
管

理
の
た
め
に
は
、
森
を
守
る
文
化
と
と
も
に
、
森
を
利
用
す
る
文
化
、
木
材
を
使
う
文
化
の
再
生
と
振
興
が
不

可
欠
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
木
の
文
化
は
、
暖
か
く
心
に
優
し
い
文
化
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
フ
ィ

ー
ル
ド
研
の
田
中
克
名
誉
教
授
は
、
ず
い
ぶ
ん
以
前
か
ら
、
子
供
達
は
本
で
建
て
た
学
校
で
学
ぶ
べ
き
と
主
張
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
木
の
ぬ
く
も
り
の
中
で
、
子
供
達
自
ら
が
清
掃
し
、
あ
る
い
は
大
人
達
が
修
理
し
な
が
ら
守
り

続
け
る
学
校
で
の
生
活
に
は
、
学
力
に
と
ど
ま
ら
な
い
様
々
な
付
加
的
教
育
効
果
が
存
在
す
る
と
確
信
し
ま

す
。
ま
た
、
人
工
林
で
生
産
さ
れ
た
木
材
の
利
用
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
は
三
〇
年
以
上
海
の
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
子
供
達
が
本
で
で
き
た
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
、
海
の
環

境
再
生
に
つ
な
が
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
一
〇
年
前
に
は
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
木
文
化
の
再
生
と

海
の
再
生
が
本
当
に
科
学
的
に
結
び
つ
く
の
か
、
こ
の
研
究
は
。
挑
戦
”
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
い

わ
い
、
今
回
の
時
計
台
対
話
集
会
で
は
、
森
里
海
連
環
学
研
究
の
具
体
的
な
成
果
の
一
端
を
ご
紹
介
で
き
ま
し

た
。
こ
の
「
木
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
核
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
の
挑
戦
が
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
回
以

降
の
時
計
台
対
話
集
会
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
達
と
多
様
な
視
点
か
ら
意
見
交
換
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
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